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ゴニスト[d (C H 2) 5 Tyr (Me) arginine vasopressin , 10μg/kgJ は，パソプレッシンによって引き
おこされる循環動態の変化をブロックする。以上 2 つの仮定をあらかじめ検討した。主実験は，家兎を




ル C30rng/kg) 麻酔下に行った。 2 つの実験の順序は，無作為にわりあてた。平均血圧，心拍数， {;係数，
末梢血管抵抗係数のパラメーターを，脱血前，脱血1.5分后に測定した。次に脱血に伴う血祭パソプレッ
シン値の推移をみる為，ペントパルビタール麻酔下に大腿動脈よりカテーテルを挿入し，脱血実験を行




10%脱血1.5分后に平均血圧は， 84から78mmHg に低下し，心係数は， 195より 158rnP/kg ・ mln に減少







急速少量出血 1 分から 2 分で，動脈圧反射を介した急速血圧調節系の働きは完全に発揮されると言わ
れている。本実験で， 10%脱血1.5分后の血圧下降には，パソプレッシンによる血圧調節系の影響は少な
いことが明らかになった。急速少量脱血終了した 1 -2 分后の定常偏差(血圧下降)より求められた動
脈圧反射の閉ループ・ゲインの値に対して，パソプレッシンの血圧調節系の関与は最少限であることが，
推察される。一方，神経性血圧調節系が除去された状態で，パソプレッシンの血圧調節が重要な役割を
果たしていることは，周知の事実である o 10%脱血后の血祭パソプレッシンの値も有意に上昇しており
Cowley らによると血祭パソプレッシン30pg/rnPの上昇で=末柏、血管抵抗もほぼ25---30%上昇すると報告
している。以上のことから，動脈圧反射とパソプレッシンによる血圧調節系は相互に redundant にある
ことが示唆される。
論文の審査結果の要旨
本研究は，無麻酔家兎において動脈圧反射の閉ループゲインを求めるための基礎的研究を行ったもの
で，急速少量脱血(循環血液量の10%) 1. 5分後においては，パソプレッシンを介した動脈圧調節因子の
影響を受けることなく動脈圧反射の閉ループゲインを求め得ることを示したものである。
本研究は動脈圧の神経調節機構の解明のための有用な基礎的知見を提供するもので，学位論文に値す
ると判断される。
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